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(57)【要約】
　本発明に係る室外機は、側面パネルを有する筐体と、
筐体に収納される端子台と、端子台に接続される電源配
線と、を備えた室外機であって、側面パネルは、筐体の
外面を形成する外郭面と、外郭面から筐体の内部方向に
凹んで形成された第１凹面と、第１凹面に形成され第１
凹面から筐体の内部方向に凹んで形成された第２凹面と
により形成され、第２凹面上には、電源配線が配置され
るものである。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　側面パネルを有する筐体と、該筐体に収納される端子台と、前記端子台に接続される電
源配線と、を備えた室外機であって、
　前記側面パネルは、前記筐体の外面を形成する外郭面と、該外郭面から前記筐体の内部
方向に凹んで形成された第１凹面と、該第１凹面に形成され該第１凹面から前記筐体の内
部方向に凹んで形成された第２凹面とにより形成され、
　前記第２凹面上には、前記電源配線が配置されることを特徴とする室外機。
【請求項２】
　前記側面パネルは、前記端子台を覆う端子台カバーを備え、
　前記端子台カバーは、前記第１凹面上に当接して取り付けられることを特徴とする請求
項１に記載の室外機。
【請求項３】
　前記端子台カバーは、前記第１凹面と前記外郭面との間に配置されて取り付けられるこ
とを特徴とする請求項２に記載の室外機。
【請求項４】
　前記端子台カバーの外面は、前記外郭面と同一面となることを特徴とする請求項２また
は３に記載の室外機。
【請求項５】
　前記電源配線を前記側面パネルに固定する固定部材を備え、
　前記固定部材は、前記第２凹面上に設置されることを特徴とする請求項１～４のいずれ
か１項に記載の室外機。
【請求項６】
　前記固定部材は、前記第２凹面と前記第１凹面との間に配置されることを特徴とする請
求項５に記載の室外機。
【請求項７】
　前記電源配線を前記側面パネルに固定する固定部材を備え、
　前記固定部材は、前記第１凹面上に設置されることを特徴とする請求項１～４のいずれ
か１項に記載の室外機。
【請求項８】
　前記固定部材は、前記第１凹面と前記外郭面との間に配置されることを特徴とする請求
項７に記載の室外機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和装置の室外機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、空気調和装置の室外機において、筐体内部に圧縮機や熱交換器、送風機等を収納
し、送風機を駆動して熱交換器に外気を供給すると共に、圧縮機を運転して冷凍サイクル
の冷媒を循環させている。圧縮機や送風機等を運転するための電源は、電源配線を介して
室外機の端子台に供給される。電源配線は、端子台に接続される末端部の手前で固定部材
により側面パネルに固定される。また、端子台は、筐体の側面パネルの開口部から露出し
、この開口部及び電源配線の固定部材は、側面パネルとは別体で形成された端子台カバー
により覆われている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１４４９４４号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このような従来の室外機では、電源配線を側面パネルに固定する固定部材が側面パネル
から外方に突出し、この固定部材を覆う端子台カバーも側面パネルから外方に大きく突出
した構成となっている。
【０００５】
　このような端子台カバーが側面パネルから大きく突出した室外機は、外形寸法が大型化
するため、輸送効率が悪くなるとともに、据え付けスペースが増大する問題があった。ま
た、筐体の側面が端子台カバーで膨らむことで、意匠性が悪くなるとともに、端子台カバ
ーがものに衝突することで破損する課題があった。
さらに、筐体の幅自体を抑えると熱交換器の幅寸法が小さくなり、伝熱面積が減少して熱
交換効率が悪くなる問題があった。
【０００６】
　本発明は、上記のような課題を背景としてなされたものであり、端子台カバーが側面パ
ネルから外方に突出する寸法を小さく抑え、筐体を小型化した空気調和装置の室外機を得
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る室外機は、側面パネルを有する筐体と、筐体に収納される端子台と、端子
台に接続される電源配線と、を備えた室外機であって、側面パネルは、筐体の外面を形成
する外郭面と、外郭面から筐体の内部方向に凹んで形成された第１凹面と、第１凹面に形
成され第１凹面から筐体の内部方向に凹んで形成された第２凹面とにより形成され、第２
凹面上には、電源配線が配置されるものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明に係る室外機では、端子台カバーが筐体の側面パネルから外方に突出する寸法を
抑え、筐体を小型化することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】実施の形態１に係る室外機の斜視図である。
【図２】実施の形態１に係る室外機の分解斜視図である。
【図３】実施の形態１に係る室外機の正面図である。
【図４】実施の形態１に係る室外機の上面図である。
【図５】実施の形態１に係る室外機の側面図である。
【図６】実施の形態１に係る室外機の端子台カバーを外した状態の側面図である。
【図７】実施の形態１に係る室外機の端子台カバーを取り付けた状態の側面図である。
【図８】実施の形態１に係る室外機の側面パネルにおける図６及び図７のＺ－Ｚ断面図で
ある。
【図９】実施の形態１の変形例１に係る室外機の端子台カバーを外した状態の側面図であ
る。
【図１０】実施の形態１の変形例２に係る室外機の端子台カバーを外した状態の側面図で
ある。
【図１１】実施の形態１の変形例３に係る室外機の端子台カバーを外した状態の側面図で
ある。
【図１２】実施の形態１の変形例４に係る室外機の端子台カバーを外した状態の側面図で
ある。
【図１３】実施の形態１に係る室外機の側面パネルにおける図１２のＺ－Ｚ断面図である
（端子台カバー１ｆが取り付けられた状態を示す）。
【図１４】実施の形態２に係る室外機の端子台カバーを外した状態の側面図である。
【図１５】実施の形態２に係る室外機の側面パネルにおける図１４のＺ－Ｚ断面図である
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（端子台カバー１ｆが取り付けられた状態を示す）。
【図１６】実施の形態３に係る室外機の正面図である。
【図１７】実施の形態３に係る室外機の上面図である。
【図１８】実施の形態３に係る室外機の端子台カバーを取り付けた状態の側面図である。
【図１９】実施の形態３に係る室外機の側面パネルにおける図１８のＺ－Ｚ断面図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明に係る空気調和装置の室外機ついて、図面を用いて説明する。
　以下で説明する室外機の構成は一例に過ぎず、本発明に係る室外機は、そのような構成
に限定されない。また、各図において、同一又は類似するものには、同一の符号を付すか
、又は、符号を付すことを省略している。また、細かい構造については、適宜図示を簡略
化又は省略している。また、重複又は類似する説明については、適宜簡略化又は省略して
いる。
【００１１】
　実施の形態１．
　実施の形態１に係る室外機について図１～図５を用いて説明する。
　＜室外機の構成＞
　図１は、実施の形態１に係る室外機の斜視図である。
　図２は、実施の形態１に係る室外機の分解斜視図である。
　図３は、実施の形態１に係る室外機の正面図である。
　図４は、実施の形態１に係る室外機の上面図である。
　図５は、実施の形態１に係る室外機の側面図である。
【００１２】
　室外機の筐体１は、図１に示すように板金製で略直方体形状となっている。筐体１は、
図２～図５に示すように、筐体１の前面側に配置されたＬ字形状の前面パネル１ａと、筐
体１の側面を覆う側面パネル１ｂと、上面を覆う天面パネル１ｃと、底面に配置された底
面パネル１ｄと、により大きく構成されている。また、前面パネル１ａには開口を有する
前面グリル１ｅが取り付けられると共に、側面パネル１ｂには端子台等の電装部品を覆う
端子台カバー１ｆが取り付けられている。
　端子台カバー１ｆの下端には電源配線１１を通す開孔１ｈが形成されている。端子台カ
バー１ｆの内側には圧縮機２や送風機４等を運転するための電源を接続する端子台１０が
配置されている。端子台１０には電源配線１１を介して例えば三相電源が供給される。
　また、筐体１の底面パネル１ｄの下面には、室外機を支持する脚部１ｇが２つ配置され
る。
【００１３】
　筐体１の内部には、冷媒を圧縮するための圧縮機２、外気と冷媒とを熱交換する室外熱
交換器３、外気を室外熱交換器３に供給する送風機４、送風機４を支持し送風機用のモー
ターが取り付けられる支持台５等が格納されている。
　また、送風機４が配置される送風機室４ａと、圧縮機２が配置される機械室２ａとは、
分離板６により隔離されている。
【００１４】
　室外熱交換器３は、例えば複数並設されるアルミ製の薄い板状のフィンを伝熱管が貫通
するフィンチューブ熱交換器であり、全体を略Ｌ字形状に構成して筐体１を構成する２つ
の側面に沿って配置される。フィンは鉛直方向に立設され伝熱管は水平方向にフィンを貫
通した構成となっている。
　送風機４は、室外熱交換器３の近くに設けられ、送風機４の回転によって外気が室外熱
交換器３のフィン間を通過し、その際に室外熱交換器３の伝熱管内を流れる冷媒と外気と
が熱交換される。熱交換後の外気は前面グリル１ｅから筐体１の外に排気される。
【００１５】
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　このような空気調和装置の室外機が運転されると、例えば暖房運転の場合には、室外熱
交換器３が蒸発器として機能し、外気から熱を吸熱して蒸発した低圧のガス冷媒が、圧縮
機２により圧縮され高圧のガス冷媒となり室内機の室内熱交換器（図示しない）に供給さ
れる。
　一方、冷房運転の場合には、室外熱交換器３が凝縮器として機能し、圧縮機２で圧縮さ
れた高圧のガス冷媒が室外熱交換器３で外気に放熱して凝縮し、凝縮した液冷媒が減圧さ
れて室内機の室内熱交換器（図示しない）に供給される。
【００１６】
　＜端子台まわりの構成＞
　次に、実施の形態１に係る室外機の端子台まわりの構成について図６～図８を用いて説
明する。
　図６は、実施の形態１に係る室外機の端子台カバーを外した状態の側面図である。
　図７は、実施の形態１に係る室外機の端子台カバーを取り付けた状態の側面図である。
　図８は、実施の形態１に係る室外機の側面パネルにおける図６及び図７のＺ－Ｚ断面図
である。
【００１７】
　図６に示すように側面パネル１ｂには、端子台１０に電源配線１１を挿通するための矩
形状の開口部１５が開口している。開口部１５の内部には端子台１０が配置されている。
　側面パネル１ｂは、筐体１の外郭を形成する外郭面１２と、外郭面１２から一段筐体１
の内部側に凹んだ第１凹面１３と、第１凹面１３からさらに一段筐体１の内部側に凹んだ
第２凹面１４とにより構成されている。
【００１８】
　外郭面１２、第１凹面１３、第２凹面１４は、それぞれ平行に形成されている。これら
３面は、各面に対してなだらかな傾斜面で接続されてもよいし、各面に対して垂直な接続
面により接続されてもよい。
　第１凹面１３は、開口部１５の周囲を含んで矩形形状に形成され、開口部１５の下方に
伸びている。
　第２凹面１４は、第１凹面１３の範囲内に形成されており、開口部１５の下端から第１
凹面１３の下端まで略矩形状に形成されている。
　第２凹面１４の下端は、第２凹面１４と外郭面１２とをなだらかにつなぐテーパー面１
４ａが形成されている。
【００１９】
　第１凹面１３には、端子台カバー１ｆの内面側が当接して取り付けられる。端子台カバ
ー１ｆはフラットな板形状や内面側の周縁が凸形状となった板状体等を採用することがで
きる。
　端子台カバー１ｆは、ビス等により第１凹面１３上に取り付けられ、端子台カバー１ｆ
の外側表面と外郭面１２とは同一面として面一の配置となっている。また、端子台カバー
１ｆの下端は、図５に示すように側面視で第２凹面１４の下端のテーパー面１４ａと重な
らないように位置しており、筐体１の側面には、第２凹面に連通する開孔１ｈが形成され
る。なお、端子台カバー１ｆは、第１凹面１３と外郭面１２との間に納まるように配置さ
れていればよく、端子台カバー１ｆの外側表面が外郭面１２よりも筐体１の内部側に配置
されていてもよい。
【００２０】
　電源配線１１は、図８に示すように側面パネル１ｂの第２凹面１４に当接して取り付け
られる。このとき電源配線１１は、電源配線１１を収納する凹部１６ａを備えた固定部材
１６により側面パネル１ｂの第２凹面と固定部材１６の凹部１６ａとの間で挟持される。
　電源配線１１は、図６に示すように一端部が端子台１０に接続され、他端部が端子台１
０の下方に伸びて第２凹面の下部から端子台カバー１ｆの外に延設される。
【００２１】
　固定部材１６は、板状の鋼板部材や樹脂等で成型され、一端部１６ｂが例えば丁番によ
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り側面パネル１ｂの第２凹面１４に取り付けられている。また、固定部材１６の他端部１
６ｃは、ビス等で第２凹面１４のビス孔に固定される。
　第２凹面１４に対する垂直方向の固定部材１６の高さは、図８に示すように第１凹面１
３と第２凹面１４との距離以内の寸法とされ、端子台カバー１ｆを取り付けた際に、端子
台カバー１ｆと固定部材１６とが干渉しない構成となっている。すなわち、固定部材１６
は、第２凹面１４と第１凹面１３との間に配置されている。
【００２２】
　＜電源配線の取り付け＞
　このような室外機の端子台１０に電源配線１１を取り付ける際には、はじめに端子台カ
バー１ｆを止めているビス等を取り外し、端子台カバー１ｆを側面パネル１ｂから取り外
す。次に、固定部材１６のビス１６ｄ等を取り外し、電源配線１１を固定部材１６の凹部
１６ａ内に収納して固定部材１６を再びビス１６ｄ等で側面パネル１ｂに取り付ける。そ
して、端子台カバー１ｆを第１凹面１３上に再び取り付ける。その際に電源配線１１を、
第２凹面１４の下部のテーパー面１４ａと端子台カバー１ｆの隙間から端子台カバー１ｆ
の外に延設する。
【００２３】
　＜効果＞
　実施の形態１に係る室外機は、第２凹面１４に対する垂直方向の固定部材１６の高さ寸
法を第１凹面１３と第２凹面１４との距離以内の寸法とし、端子台カバー１ｆを取り付け
た際に、端子台カバー１ｆと固定部材１６とが干渉しないように第２凹面１４が形成され
ている。よって、端子台カバー１ｆが筐体１の側面パネル１ｂにおける外郭面１２から突
出することがなく、筐体１の特に幅方向の寸法を小型化することが可能となる。
【００２４】
　＜変形例１＞
　実施の形態１に係る室外機の端子台まわりの構成の変形例１～３を図９～図１１により
説明する。
　図９は、実施の形態１の変形例１に係る室外機の端子台カバーを外した状態の側面図で
ある。
　実施の形態１では、側面パネル１ｂの第２凹面１４を開口部１５から下方に直線形状に
形成したが、図９に示す変形例１では、第２凹面１４を開口部１５から筐体１の背面方向
に形成した例である。電源配線１１の固定部材１６は、第２凹面１４内に電源配線１１を
横方向に挟持するように配置されている。また、端子台カバー１ｆは、実施の形態１と同
様に第１凹面と当接して配置されるとともに、側面視で第２凹面１４のテーパー面１４ａ
と重ならないように配置されており、電源配線１１が第２凹面１４に連通する開孔１ｈが
形成される。
【００２５】
　＜効果＞
　変形例１に係る室外機は、実施の形態１に係る室外機の効果に加えて、電源配線１１を
筐体１の背面方向に直線的に延設することが可能となる。よって、筐体１の背面側に電源
がある場合に電源配線をスムーズに接続することができる。
【００２６】
　＜変形例２、３＞
　図１０は、実施の形態１の変形例２に係る室外機の端子台カバーを外した状態の側面図
である。
　図１１は、実施の形態１の変形例３に係る室外機の端子台カバーを外した状態の側面図
である。
　実施の形態１では、側面パネル１ｂの第２凹面１４を開口部１５から下方に直線形状に
形成したが、変形例２、３では、図１０、１１に示すように第２凹面１４を開口部１５か
ら下方に形成し、さらに筐体１の背面方向に曲折してＬ字形状に形成した例である。電源
配線１１の固定部材１６は、第２凹面１４内に電源配線１１を鉛直方向（変形例２）また
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は水平方向（変形例３）に挟持するように配置されている。
　また、端子台カバー１ｆは、実施の形態１と同様に第１凹面と当接して配置されるとと
もに、側面視で第２凹面１４のテーパー面１４ａと重ならないように配置されており、電
源配線１１が第２凹面１４に連通する開孔１ｈが形成される。
【００２７】
　＜効果＞
　変形例２、３に係る室外機は、実施の形態１に係る室外機の効果に加えて、電源配線１
１をＬ字形状に曲折させ、筐体１の背面方向に延設することが可能となる。よって、電源
配線１１に引っ張り力が作用しても、曲折部分が変形することで引っ張り力を吸収し、端
子台１０から電源配線１１が外れることを防止することができる。
【００２８】
　＜変形例４＞
　図１２は、実施の形態１の変形例４に係る室外機の端子台カバーを外した状態の側面図
である。
　図１３は、実施の形態１に係る室外機の側面パネルにおける図１２のＺ－Ｚ断面図であ
る（端子台カバー１ｆが取り付けられた状態を示す）。
　実施の形態１では、側面パネル１ｂの第１凹面１３を独立した矩形形状としたが、変形
例４では、図１２に示すように第１凹面１３を開口部１５の周囲から側面パネル１ｂの下
端部まで形成し、その第１凹面１３内に第２凹面１４を側面パネル１ｂの下端部まで形成
した例である。電源配線１１の固定部材１６は、第２凹面１４内に電源配線１１を鉛直方
向に挟持するように配置されている。
【００２９】
　＜効果＞
　変形例４に係る室外機は、実施の形態１に係る室外機の効果に加えて、電源配線１１を
側面パネル１ｂの下端部まで延設することが可能となる。よって、筐体１の底面側に電源
がある場合に電源配線をスムーズに接続することができる。また、側面パネル１ｂの下端
まで端子台カバー１ｆが装着されるため、筐体１の側面がフラットになり、意匠性が向上
する。
【００３０】
　実施の形態２．
　実施の形態１に係る室外機の固定部材１６は、外郭面１２から２段凹んだ第２凹面１４
上にビス等により取り付けられていたが、実施の形態２では固定部材１６の取り付け場所
が異なる。
【００３１】
　＜端子台まわりの構成＞
　実施の形態２に係る室外機の端子台まわりの構成について図１４、図１５を用いて説明
する。なお、実施の形態１と共通する構成については適宜説明を省略する。
　図１４は、実施の形態２に係る室外機の端子台カバーを外した状態の側面図である。
　図１５は、実施の形態２に係る室外機の側面パネルにおける図１４のＺ－Ｚ断面図であ
る（端子台カバー１ｆが取り付けられた状態を示す）。
【００３２】
　図１４に示すように側面パネル１ｂは、実施の形態１と同様に筐体１の外郭を形成する
外郭面１２と、外郭面１２から一段筐体１の内部側に凹んだ第１凹面１３と、第１凹面１
３からさらに一段筐体１の内部側に凹んだ第２凹面１４とにより構成されている。
【００３３】
　第１凹面１３は、開口部１５の周囲を含んで矩形形状に形成され、開口部１５の下方に
伸びている。
　第２凹面１４は、第１凹面１３の範囲内に形成されており、開口部１５の下端から第１
凹面１３の下端まで略矩形状に形成されている。
　第２凹面１４の下端は、第２凹面１４と外郭面１２とをなだらかにつなぐテーパー面１
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４ａが形成されている。
【００３４】
　第１凹面１３には、図１５に示すように端子台カバー１ｆの内面側が当接して取り付け
られる。端子台カバー１ｆはフラットな板形状や内面側の周縁が凸形状となった板状体等
を採用することができる。
　端子台カバー１ｆは、ビス等により第１凹面１３上に取り付けられ、端子台カバー１ｆ
の外側表面と外郭面１２とは同一面として面一の配置となっている。なお、端子台カバー
１ｆは、第１凹面１３と外郭面１２との間に納まるように配置されていればよく、端子台
カバー１ｆの外側表面が外郭面１２よりも筐体１の内部側に配置されていてもよい。
【００３５】
　電源配線１１は、図１５に示すように側面パネル１ｂの第２凹面１４に当接して取り付
けられる。このとき電源配線１１は、フラットな平板形状の固定部材１７により側面パネ
ル１ｂの第２凹面１４と固定部材１７の内面側との間で挟持される。
　電源配線１１は、図１４に示すように一端部が端子台１０に接続され、他端部が端子台
１０の下方に伸びて第２凹面の下部から端子台カバー１ｆの外に延設される。
【００３６】
　固定部材１７は、板状の鋼板部材や樹脂等で成型され、一端部１７ａと他端部１７ｂと
が、ビス１７ｃ等で第１凹面１３のビス孔に固定される。そして、固定部材１７は、第１
凹面１３と外郭面１２との間に配置されている。
【００３７】
　＜電源配線の取り付け＞
　このような室外機の端子台１０に電源配線１１を取り付ける際には、はじめに端子台カ
バー１ｆを止めているビス等を取り外し、端子台カバー１ｆを側面パネル１ｂから取り外
す。次に、固定部材１７のビス１７ｃ等を取り外し、電源配線１１を第２凹面１４上に配
置した後、固定部材１７を再びビス１７ｃ等で側面パネル１ｂに取り付ける。そして、端
子台カバー１ｆを第１凹面１３上に再び取り付ける。その際に電源配線１１を、第２凹面
１４の下部のテーパー面１４ａと端子台カバー１ｆの隙間から端子台カバー１ｆの外に延
設する。
【００３８】
　＜効果＞
　実施の形態２に係る室外機は、固定部材１７を平板形状とし、第２凹面１４に対する垂
直方向の固定部材１７の高さ寸法を抑制して、端子台カバー１ｆを取り付けた際に、端子
台カバー１ｆの外面側が側面パネル１ｂの外郭面１２と面一となるように構成した。よっ
て、端子台カバー１ｆが筐体１の側面パネル１ｂにおける外郭面１２から突出することが
なく、筐体１の特に幅方向の寸法を小型化することが可能となる。
【００３９】
　なお、本実施の形態２に係る室外機においても、実施の形態１に係る各変形例１～４の
構成を採用し、電源配線１１を所望の方向から取り出すことが可能である。
【００４０】
　実施の形態３．
　実施の形態３に係る室外機は、その側面パネル１ｂの形状が実施の形態１及び２に係る
室外機と異なるため、主にその点を説明する。なお、実施の形態１及び２と共通する構成
については適宜説明を省略する。
　＜端子台まわりの構成＞
　実施の形態３に係る室外機の端子台まわりの構成について図１６～図１９を用いて説明
する。
　図１６は、実施の形態３に係る室外機の正面図である。
　図１７は、実施の形態３に係る室外機の上面図である。
　図１８は、実施の形態３に係る室外機の端子台カバーを取り付けた状態の側面図である
。
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　図１９は、実施の形態３に係る室外機の側面パネルにおける図１８のＺ－Ｚ断面図であ
る。
【００４１】
　実施の形態３に係る室外機の筐体１は、図１６～１８に示すように基本構成で実施の形
態１、２に係る室外機と同一の構成となっている。
　しかし、図１９に示すように、側面パネル１ｂの断面形状が異なっている。
　すなわち、実施の形態１、２では、図８、１３、１５に記載があるように、側面パネル
１ｂが、筐体１の外郭を形成する外郭面１２と、外郭面１２から一段筐体１の内部側に凹
んだ第１凹面１３と、第１凹面１３からさらに一段筐体１の内部側に凹んだ第２凹面１４
とにより両側からすり鉢形状となるように段々に構成されているが、実施の形態３では、
図１９に示すように、筐体１の前面側（紙面左側）の外郭面１２は存在せず、第１凹面１
３から前面パネル１ａ側に曲折してつながるように構成されている。
【００４２】
　実施の形態１、２と同様に、外郭面１２、第１凹面１３、第２凹面１４は、それぞれ平
行に形成されている。これら３面は、各面に対してなだらかな傾斜面で接続されてもよい
し、各面に対して垂直な接続面により接続されてもよい。
　第１凹面１３は、開口部１５の周囲を含んで矩形形状に形成され、開口部１５の下方に
伸びている。
【００４３】
　第１凹面１３には、端子台カバー１ｆの内面側が当接して取り付けられる。端子台カバ
ー１ｆは、フラットな板形状や内面側の周縁が凸形状となった板状体等を採用することが
できる。端子台カバー１ｆは、図１８に示すように側面パネル１ｂの下端まで延設されて
いる。
　端子台カバー１ｆは、第１凹面１３と外郭面１２との間に納まるように配置されている
。このとき、端子台カバー１ｆの外側表面と外郭面１２とは同一面として面一の配置とな
っていてもよいし、端子台カバー１ｆの外側表面が外郭面１２よりも筐体１の内部側に配
置されていてもよい。
【００４４】
　電源配線１１は、図１９に示すように側面パネル１ｂの第２凹面１４に当接して取り付
けられる。このとき電源配線１１は、電源配線１１を収納する凹部１６ａを備えた固定部
材１６により側面パネル１ｂの第２凹面と固定部材１６の凹部１６ａとの間で挟持される
。
　電源配線１１は、一端部が端子台１０に接続され、他端部が端子台１０の下方に伸びて
第２凹面の下部から端子台カバー１ｆの外に延設される。
【００４５】
　第２凹面１４に対する垂直方向の固定部材１６の高さは、図１９に示すように周縁が凸
形状となった板状体である端子台カバー１ｆの内部に収納される寸法となっている。そし
て、端子台カバー１ｆの外側面は、側面パネル１ｂの外郭面１２から外に突出しないよう
に構成されている。
【００４６】
　また、実施の形態１と同様に第２凹面１４に対する垂直方向の固定部材１６の高さを第
１凹面１３と第２凹面１４との距離以内の寸法とし、フラットな板形状の端子台カバー１
ｆを取り付けた際に、端子台カバー１ｆと固定部材１６とが干渉しない構成としてもよい
。
【００４７】
　＜効果＞
　実施の形態３に係る室外機は、図１９に示すように筐体１は、前面側（紙面左側）の外
郭面１２が存在しなくても、第２凹面１４上に電源配線１１及び固定部材１６を配置する
ことで、端子台カバー１ｆの外面が側面パネル１ｂにおける外郭面１２から突出すること
がなく、筐体１の特に幅方向の寸法を小型化することが可能となる。よって、実施の形態
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１及び２に係る発明の効果に加えて、側面パネル１ｂの形状のバリエーションを増やすこ
とができ、室外機の意匠性を向上させることができる。
　なお、実施の形態３に係る側面パネル１ｂの形状は、実施の形態１及び２に係る室外機
の構成に適用することが可能である。
【符号の説明】
【００４８】
　１　筐体、１ａ　前面パネル、１ｂ　側面パネル、１ｃ　天面パネル、１ｄ　底面パネ
ル、１ｅ　前面グリル、１ｆ　端子台カバー、１ｇ　脚部、１ｈ　開孔、２　圧縮機、２
ａ　機械室、３　室外熱交換器、４　送風機、４ａ　送風機室、５　支持台、６　分離板
、１０　端子台、１１　電源配線、１２　外郭面、１３　第１凹面、１４　第２凹面、１
４ａ　テーパー面、１５　開口部、１６　固定部材、１６ａ　凹部、１６ｂ　一端部、１
６ｃ　他端部、１６ｄ　ビス、１７　固定部材、１７ａ　一端部、１７ｂ　他端部、１７
ｃ　ビス。

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】 【図７】

【図８】



(12) JP WO2016/103447 A1 2016.6.30

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】

【図１３】
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【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】

【図１９】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月26日(2017.1.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明に係る室外機は、側面パネルと、側面パネルに接続する前面パネルと、を有する
筐体と、筐体に収納される端子台と、を備えた室外機であって、側面パネルは、筐体の外
面を形成する外郭面と、外郭面から筐体の内部方向に凹んで形成された第１凹面と、第１
凹面に形成され第１凹面から筐体の内部方向に凹んで形成された第２凹面とにより形成さ
れ、第１凹面の前面パネル側は、前面パネルとつながって構成され、第２凹面上には、端
子台に接続される電源配線が配置されるものである。
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　側面パネルと、該側面パネルに接続する前面パネルと、を有する筐体と、該筐体に収納
される端子台と、を備えた室外機であって、
　前記側面パネルは、前記筐体の外面を形成する外郭面と、該外郭面から前記筐体の内部
方向に凹んで形成された第１凹面と、該第１凹面に形成され該第１凹面から前記筐体の内
部方向に凹んで形成された第２凹面とにより形成され、
　前記第１凹面の前記前面パネル側は、前記前面パネルとつながって構成され、
　前記第２凹面上には、前記端子台に接続される電源配線が配置されることを特徴とする
室外機。
【請求項２】
　前記側面パネルは、前記端子台を覆う端子台カバーを備え、
　前記端子台カバーは、前記第１凹面と前記外郭面との間に配置されて取り付けられるこ
とを特徴とする請求項１に記載の室外機。
【請求項３】
　前記端子台カバーは、前記第１凹面上に当接して取り付けられることを特徴とする請求
項２に記載の室外機。
【請求項４】
　前記端子台カバーの外面は、前記外郭面と同一面となることを特徴とする請求項２また
は３に記載の室外機。
【請求項５】
　前記電源配線を前記側面パネルに固定する固定部材を備え、
　前記固定部材は、前記第２凹面上に取り付けられることを特徴とする請求項１～４のい
ずれか１項に記載の室外機。
【請求項６】
　前記固定部材は、前記第２凹面と前記第１凹面との間に配置されることを特徴とする請
求項５に記載の室外機。
【請求項７】
　前記電源配線を前記側面パネルに固定する固定部材を備え、
　前記固定部材は、前記第１凹面上に取り付けられることを特徴とする請求項１～４のい
ずれか１項に記載の室外機。
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【請求項８】
　前記固定部材は、前記第１凹面と前記外郭面との間に配置されることを特徴とする請求
項７に記載の室外機。
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【国際調査報告】
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（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。
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